
京都大学大学院教育学研究科E.FORUM「子どもたち応援サイト」 

（https://e-forum.educ.kyoto-u.ac.jp/for_children/） 
 

2021 年４月８日掲載、５月１０日、6 月１０日、７月５日、7 月 30 日、9 月 1 日、１０月１日 

１１月１日、１２月１日、１月７日、２月１日、３月１日（更新） 

井口桂一先生*（作新学院大学・宇都宮大学非常勤講師）からのメッセージ 

小学校６年生 理科を学ぶ皆さんへ 「学び方ガイド（2021）」 

理科は、自然について観察や実験を行いながら、科学的に問題を解決していきます。自

分のまわりの自然を調べ、ワクワク・ドキドキ・ナットクしながら理科の面白さを感じて

ほしいです。また、理科では「自然を見る目・・見方」や「科学的に考える力・・考え

方」を働かせながら学ぶことが大切です。 

この「学び方ガイド（2021）」では、それぞれの単元で使ってほしい「理科の見方や

考え方」について示していきます。授業の中でこれらを使うことで、みなさんの理科の学

びがより楽しいものになればうれしいです。 

それでは、６年生理科の学習をはじめましょう。 

※ 教科書により学習する単元の順序がちがう場合があります。その時は、「学び方ガイド２０２０」に 1 年間の学習

が示してありますので、そちらも読んでみてください。 

 

● ３月「自然とともに生きる」 

石油や石炭を燃やすことで二酸化炭素が発生し、それが「地球温暖化」の原因になって

います。地球温暖化によって、超大型台風や竜巻等の気象災害が発生し、世界中の人々が

大きな被害を受けています。また、海水温の上昇も見られ、私たちが食用としている魚の

分布も変化しています。もともと北海道で多く獲れていた「鮭」が不漁となり、もっと北

のロシアでの漁獲量が増えているらしいです。また、冬の時期に石川県あたりで獲れるこ

とが多かった「寒ブリ」が、今年は北海道でたくさん獲れているようです。地球温暖化

は、空気だけではなく海水も温めているのですね。空気・水・食べ物と私たちの生活は、

深いかかわりがあります。 

私たちのこれまでの生活は、地球環境にどんな影響を与えてきたでしょうか？ 

そして、どんな影響を与えられているでしょうか？ 

私たちは「地球人」なのです。どうすれば地球環境を守りながら、人間にとって安心安

全な生活を続けていけるかどうかをしっかりと考える必要があるのです。 

この単元では、これまでの４年間の理科学習を生かして、「かけがえのない地球を未来

へつないでいく」をテーマにして、調べ学習をしていきます。身の回りの生活や環境を考

えて、自分の課題を設定してレポートをまとめるようにしてください。 

 「自然とともに生きる」の学習では、次の「理科のメガネ」を使って課題解決を進めて

いってください。 

・ 身の回りを見るメガネ・・・・・自分の生活や身の回りの出来事で、地球環境に影響 

つながりを見つけるメガネ   を与えていること、環境から影響を受けていること 

はありませんか？ 
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自分の生活と地球環境とのつながりをじっくりと探 

してみてください 

・ 過去と未来を見るメガネ・・・・過去には日本でも、工場から出る煙に人体に危険な 

ガスが含まれていて、それによりたくさんの人々が 

健康被害で苦しんだことがありますが、このような 

経験があるからこそ、空気を大切にする取り組みが 

数多く行われているのです 

SDGs の観点から、「未来に向けてどうしていっ 

たらいいのか」ということを考える際に、一度過去 

の日本の出来事を調べてみることも大切です 

この単元は、「自然とともに生きる」という私たちの生活とつながりのあるテーマをも

とに学んでいきますので、「電気・水道・下水やゴミなどのことを切り口にして、『地球

環境』といった大きなテーマについて自分の考えをレポートにまとめ、友達と話し合いな

がら『よりよき地球人となるために』ということについての考えを広げていくこと」が理

科の考え方のポイントです。 

生活と水・空気・食品、地球環境を守る、エコ・・・、大きなテーマでの学習になりま

すが、小学校理科の卒業論文となるようなレポートを作り、それをもとにして友達との議

論が深まるととても嬉しいです。 

 

「季節のカレンダー」・・寒さの中、生き物が活動しています 

先日我が家の庭で「テントウムシ」を見つけました。テントウム

シって、落ち葉や木の穴の中、家の中などで集団で「冬眠」してい

ることが多いようですが、写真のテントウムシは一匹で生活してい

ました。暖かい日があったので、春と勘違いして出てきてしまった

のでしょうか？写真を撮っていたらいなくなってしまったのです

が、どこかで寒さをしのぎながら生きていてくれると嬉しいですね。 

左の写真（こんもりとした土の山）は何だと思いますか？ 

実はこれは「モグラ塚」と呼ばれているものです。モグラは冬眠

をせずに冬の間も食べ物を求めて穴を掘り続けているらしいです。

このこんもりとしたモグラ塚は、モグラが穴を掘った時の余った土

が邪魔になるので地面に押し上げているものなのです。寒くても土

の中で頑張って生きているモグラ。冬でも食べ物を探して土を掘り続けている姿は、頼も

しいですね！ 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、３月１日更新分です・・・・・・・・・ 
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● ２月「発電と電気の利用」 

 「持続可能な開発目標（SDGs）」という言葉を聞いたことがありますか。「持続可能

な開発」という意味を調べてみました。それによると、「持続可能」とは、将来の世代の

ための地球環境や資源が守られ、今の状態が持続できることであり、「開発」とは、すべ

ての人が安心して、自分の能力を十分に発揮しながら満足して暮らせることを指している

そうです。SDGs では、17 の目標がありますが、その７番目の目標に「エネルギーをみ

んなに そしてクリーンに」というものがあります。内容としては、「電気やガスなどの

エネルギーを持続して供給するためには、石油や石炭などのエネルギー源のみに頼らず、

太陽の光や風、川を流れる水の力、海の潮の力など自然の力でつくる再生可能エネルギー

の使用を大幅に増やすことが重要」ということが示されています。 

今、私たちは、明かり、冷暖房、料理、移動手段など・・・電気がない生活を想像する

ことはできません。それだけ、電気は私たちの生活に浸透しています。しかし、日本では

電気を作る発電方法に大きな課題があり、将来的に SDGs が掲げる「石油や石炭などのエ

ネルギー源のみに頼らず、太陽の光や風、川を流れる水の力、海の潮の力など自然の力で

つくる再生可能エネルギーの使用を大幅に増やす」ことについて真剣に考えていく必要が

あります。前置きが長くなりましたが、この単元はこんな現状をもとに設定されているの

です。 

この単元では、次の２つのことを学びます。 

・ 電気を作る・・手回し発電機や光電池の利用 

・ 電気の利用・・発電した電気をためることや電気の利用方法 

（電気を効率的に使うためのプログラミングも含む） 

電気を作ることでは、手回し発電機や光電池を使いますが、先生の話を聞いたり教科書

の説明をしっかりと読んだりすれば確実にできる実験です。また、楽しい実験になると思

います。実験結果をもとに考察する時には、次のことも考えると SDGs の目標ともより関

連が出ると思います。 

・ 手回し発電機と同じように、風力・水力・火力・原子力・地熱などのいろいろな発 

電が発電機を回して電気を作り出す仕組みを利用していること 

・ 光電池が実用化されはじめた２０年ほど前の製品が、機能低下などの理由で「廃 

棄」されることが増えてきていて、それが今、問題になりつつあること 

 電気の利用の学習では、電気をためることとともに、「省エネ」ができる機器について

考えたり電気をどのような形に変えて利用しているかについて調べたりします。そう、電

気っていろいろな形に変換されて使われているのです。例えば、電灯は光に、テレビは光

（映像）と音に、電気自動車は運動に、ドライヤーは熱にといった具合です。このように

身の回りの電気製品の活用方法やそれらをむだなく使う工夫についても考えるととても楽

しい学習になるはずです。 

 電気製品をむだなく使う工夫には「プログラミング」が使われています。プログラミン

グについては算数でも経験していると思いますが、この単元では必要な時だけ明かりがつ

くような「条件」と「動作」を組み合わせていくことを学びます。いろいろな「センサ
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ー」にもふれられると思います。プログラミングを行うための機器は、各学校によって違

いがありますので、先生の説明をしっかりと聞きながら、その機器に応じたプログラミン

グを楽しんでもほしいです。その時「電気製品をむだなく使う工夫」という大きなテーマ

があることを忘れないでくださいね。 

 「発電と電気の利用」の学習では、次の「理科のメガネ」を使うとよく分かります。 

・ 道具を使って見るメガネ・・・・この単元では、手回し発電機・光電池・コンデン 

                サー・コンピューター・プログラミング機器などた 

くさんの道具を使います 

それぞれの道具と電気のかかわりを意識しながら実 

験を進めてほしいです 

・ 比べながら見るメガネ・・・・・手回し発電機を使った実験では、回す速さや回転方 

向を変えて実験し条件を変えたデータをたくさん取 

ります 

光電池を使った実験では、光電池に当てる光の強さ 

を変えて発電量を比べます 

これらの実験でのデータは、電流計で分かる数字・ 

モーターの回転スピードや明かりの明るさなどの目 

で見えるもの・電気がついていた時間など、いろい 

ろなデータを比べることになりますので、データを 

確実に記録しておくことが大切です 

・ 過去と未来を見るメガネ・・・・SDGs の観点から、「未来に向けてどうしていっ 

たらいいのか」というテーマをもとに、自分の生活 

を見つめ直していくことが求められます 

この単元は、発電と電気利用という生活と切り離せないテーマをもとに学んでいきます

ので、「電気について実験で分かったことを自分の家での生活に当てはめながら、電気利

用について考えることと共に、『日本の発電』といった大きなテーマで話し合いながら

『よりよき未来の社会』についての自分の考えをまとめていくこと」が理科の考え方のポ

イントです。科学・自然・生活・地球環境・・・、大きなテーマではありますが小学校理

科のまとめとなるような「議論」が友達とできると嬉しいです。 

 

「季節のカレンダー」・・「麦」が伸びています 

写真は、我が家の畑の「麦」です。これは

昨年の１１月に種まきをしたものです。 

麦は秋の終わりに種をまき、冬の間はゆっ

くりと成長します。特に１月ごろの一番寒い

時期には、霜の害を防いで根を丈夫にするた

めに「麦踏み」をします。我が家でもやりました。４月ごろには背丈も伸び、穂を出しま

す。５月のゴールデンウイークのころ、穂が黄金色に色づきます。畑一面が黄金色に色づ
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くため、まるで秋の稲穂のような見ばえになります。夏の季語である「麦秋」はこの様子

を示しています。 

こんな寒い時期に伸びる麦。なんか頼もしく見えませんか！ 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、２月１日更新分です・・・・・・・・・ 

 

● １月「てこのはたらき」 

 私たちが生活の中で使っている道具の中には、「バール」のように素手でできない作業

を小さな力で楽にやってしまえるものがあります。なぜ、バールを使ってみると楽に作業

ができるのか考えたことがありますか。 

 バールは「てこ」のはたらきを利用した道具なのです。「てこ」とは、棒の一つの点を

支えにするとともに、その棒の一か所に力を加えることでものを小さな力で動かすことが

できるもののことを言います。てこのはたらきを利用した道具を使わずに素手で作業をし

た時と道具を使った時の「手ごたえ」の違いを、学習の最初に体験してみると「てこ」を

学ぶ意味がよく分かると思います。 

 てこのはたらきは、「実験用てこ」を使って調べることが多いですが、この器具を使っ

て「力を加える位置」「その大きさ」に着目しながら、この２つの条件とてこのはたらき

の関係について何度も実験をしながら調べていくことになります。てこのはたらきを利用

した道具は生活の中でたくさん見られますので、それらの道具の使い方と関わらせて「分

かったこと」を考えると、学んだ実感がより高まると思います。 

「てこのはたらき」の学習では、次の「理科のメガネ」を使うとよく分かります。 

・ つながりを見つけるメガネ・・・この単元では「力点」「支点」「作用点」の３つを 

常に意識して実験を進めていくことが肝心です 

実験そのものは簡単ですので、実験中いつも「どこ 

が力点・支点・作用点か？」を考えて、それらのつ 

ながりを意識しながら学んでいくことが大切です 

・ データをもとに見るメガネ・・・実験用てこの左右がつり合うようにするために「支 

点からのきょり」「おもりの重さ」のデータを取り 

ますが、このデータを表に表しながら「てこをかた 

むけるはたらき」の大きさを見つけていくことが大 

切です 

・ 感覚を使って見るメガネ・・・・上で示したように「てこをかたむけるはたらき」は 

数字で表されますが、そのはたらきを、ぜひ自分の 

手でも感じてみてください。数字の大きさを自分の 

手ごたえで確かめてみると、てこのはたらきを実感 

できると思います 

この単元では、数字で表されたデータをもとに考えていきますが、その際「てこを利用

した道具の使い方に当てはめながら、てこのはたらきについての分かったことを自分の言
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葉でまとめていくこと」が理科の考え方のポイントです。てこのはたらきを利用した道具

には、自動車のハンドルやねじを回すドライバーのような「輪じく」と呼ばれている種類

もあります。これを調べてみるのも面白いですよ。 

 

「季節のカレンダー」・・冬は空気が澄んでいるので遠くの景色まできれいに見えます 

左写真は我が家のベランダから見える「富士山」です。我が家か

らは、直線距離で２５０ｋｍほどあります。望遠レンズで撮ってい

ますので実際にはこんなに大きくは見えませんが、それでも肉眼で

はっきりと見ることができる日が多いです。冬以外はあまり見るこ

とができません。これは、空気が乾燥しているためなのです。空気

中に水蒸気などが多いと光が散乱して遠くが見えにくくなるので

す。下の写真は、我が家から見える「日光連山」です。一番大きく

見えるのは「男体山」という山です。ここまでは我が家から約５０

ｋｍです。この日は、日光まで晴れていて、男体山の雪景色をはっ

きりと見ることができました。しかし、「西高東低の冬型の気圧配

置」となると、日本海側の雪雲が日光の山々まで包み込んで、ここに雪を降らせます。 

関東地方に住んでいると「冬は遠くまで景色がきれいに見えます」と言い切れるのです

が、全国的に見るとそうではない地域があるのですね。 

季節によって景色の見え方が違うって、感じたことありませんか？ 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、１月７日更新分です・・・・・・・・・ 

 

● １２月「大地のつくりと変化 パート２」 

 「大地のつくりや変化について調べて大地のでき方を考える」というテーマの後半の学

習として、パート２では「火山」や「地震」について学んでいきます。 

 日本は、世界で有数の火山国であり地震国です。日本にいると、地震や火山のニュース

をよく見ますが、世界的に見ても日本は地震や火山噴火が多い地域なのです。逆に言う

と、地震があまり起こらない地域があるということなのです。 

日本での地震に関していえば、２０１１年３月１１日に起きた「東日本大震災」はあま

りにも大きい影響を人々に与えました。また、１９９５年１月１７日に起きた「阪神淡路

大震災」も私の年代の人にとっては生活等に大きな影響を残した地震として強く記憶に残

っています。火山噴火に関していえば、今年の８月に小笠原諸島の「福徳岡の場火山」が

噴火し沖縄や伊豆あたりにも軽石が漂着したこと、１０月２０日に熊本県にある阿蘇山が

噴火し火砕流や降灰があったこと等のニュースがありました。 

火山噴火にしても地震にしても、いまだに発生の予知が難しい状況ですが、今回の学習

では「火山や地震によって大地にどんな変化が起きるのだろうか？」「火山や地震の災害

に備えた取り組みはどのようにしていけばいいのか？」という２つのテーマについて学び

ながら、火山や地震と私たちのくらしについて考えてほしいと願っています。 
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「火山」「地震」の学習では、次の「理科のメガネ」を使うとよく分かります。 

・ 見えないところの秘密を 

見つけるメガネ・・・地震も火山も、実際には目に見える地表の状況につ 

          いて観察したり資料調べをしたりしますが、その結 

          果を基にして地面の下でどのような活動が行われて 

          いるのかを予測するところに、この学習の面白さが 

あると思います 

・ 過去と未来を見るメガネ・・・・過去に起こった大きな災害について学ぶことは大切 

ですが、それと共に最近起こっている地震や火山噴 

火にも目を向け調べてみてください。 

また、今後自分の住んでいる地域ではどのような災 

害が起こる可能性があるのか考えることも大切です 

・ 周りの様子を見るメガネ・・・・地震や火山は、災害が起こった場所の近くの人は自 

分の生活にとって身近な大きな課題になりますが、 

これらの災害は、いつ自分の地域で起ってもおかし 

くないです 

「住んでいるところの近くにある火山がどのような 

状況なのか」「大地震が起こった時、自分はどうす 

ればいいのか」等、自分の周りをよく見ながら調べ 

ていくと問題意識をより身近にもてると思います 

この単元では、主にインターネット・図書・写真などの資料を見ながら学習を進めてい

きますが、その際、過去に起こった火山や地震による土地の変化について調べたうえで、

「将来どのような災害が起こる可能性があるのか？」「災害が起こった時どうすればいい

のか？」などのことを予測しながら、大地の変化について自分の考えをまとめていくこと

が理科の考え方のポイントです。 

 

「季節のカレンダー」・・ブロッコリーとカリフラワー 

左写真は我が家で育てている「ブロッコリ

ー」と「カリフラワー」です。両方とも、夏

のお盆過ぎに種まきして、苗を畑に植え替え

て育ててきました。両方とも、アブラナ科の

植物で、春まき（春に種まきして夏に収穫す

る）と秋まき（夏の終わりごろに種まきして初冬に収穫する）で１年に２回作ることがで

きるようです。我が家の畑では秋まきの方がよく実ります。どちらもキャベツの仲間だそ

うですが、ブロッコリーは一番最初にできる蕾（つぼみ）部分を収穫した後、そのわきか

らいくつも小さな蕾が出てくるので何度か収穫できますが、カリフラワーは、収穫できる

のは一度きりです。 
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モンシロチョウの幼虫であるアオムシは、この２つの葉が大好きなようでいつの間にか

葉を食べています。今どきの寒さになってもアオムシがいるのですよ。「食べてしまいま

す・・」などと書くとかわいいチョウの幼虫のイメージですが、ブロッコリーにとっては

「害虫」です。放っておくと葉脈だけ残して葉をほとんど食べてしまいます。アオムシも

頑張って生きているんだ・・と思える瞬間です。 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、１２月１日更新分です・・・・・・・・・ 

 

● １１月「大地のつくりと変化 パート１」 

 この単元のテーマは、「大地のつくりや変化について調べて大地のでき方を考える」と

いうものです。では、私たちが暮らしている大地とは、地球のどの部分を指すのでしょう

か？ 

 実は、地球の半径は約６４００ｋｍと言われていますが、私たちが住んでいるのはその

一番外側にある「地殻」と言われている部分の一番外側にあたるところです。地殻は一番

厚みがある場所でも５０ｋｍ程度だと言われているので、大地というのは地球の本当に外

側の部分なのです。例えて言うと、ゆで卵が地球なら、地殻は「卵の殻」ぐらいの割合と

言ってもいいらしいです。 

地球規模で見ていくとちっぽけにも思える大地ですが、ここに世界中の人々や生き物が

住んでいて、しかも海も大地の上に乗っていること考えると、人や生き物にとっては壮大

なものだということが分かります。また、この単元では、「地層」「化石」「岩石」「火

山」「地震」などのことを学びますが、よく考えてみると「いまだにはっきりと分かって

いないこと」がたくさんある学習内容であることが分かります。壮大で、未解明の部分が

ある「大地」の学習を「理科のメガネ」を使って存分に見ながら学習を進めてもらえると

嬉しいです。パート１では、１１月中に学習するであろう「地層」「化石」「岩石」に視

点を当てて説明します。（パート２では、火山や地震を説明します。） 

「地層」「化石」「岩石」の学習では、次の「理科のメガネ」を使うとよく分かりま

す。 

・ つながりを見つけるメガネ・・・映像や図書などの資料で地層を見ると思いますが、 

見えている一部だけではなく、その地層が、横にも 

奥にも、手前にもつながっていることを意識しなが 

ら見てほしいです 

・ 色や形を見るメガネ・・・・・・れき・砂・どろ・岩・火山灰など、いろいろなもの 

を見るときは、つぶの大きさ、形、色合い、それぞ 

れの混ざりぐあいをしっかりと確認して、図で表す 

といいです 

・ 過去と未来を見るメガネ・・・・化石を見つけるとそれが何万年前ぐらいなのか知り 

たくなると思いますが、その際は、この場所がその 

時代にどんな環境だったかも予想してみることがお 
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すすめです 

あわせて、これから何万年後かにこの場所がどんな 

風になっていて、どんな化石が作られるのだろうか 

な？などのことを考えて話合うのもおすすめです 

この単元では、観察や実験をするとともに、インターネット・図書・写真などの資料を

見ながら学習を進めていきますが、その際「この場所は、昔こうだったのではないだろう

か？」「この地層の奥や下はどうなっているのだろうか？」などのことを推論しながら大

地の変化について、自分の考えをまとめていくことが理科の考え方のポイントです。 

 

 

「季節のカレンダー」・・菊って食べられるのです 

左写真は我が家で育てている「食用の

菊」です。そう、菊は食べられるのです。

もともとは普通の「観るための花」だった

ものを、品種改良して「食用」を作り出し

たらしいです。当たり前のように食べてい

た我が家の菊ですが、食用と観賞用の見分け方が分からなかったので調べてみました。結

果は次の通りです。 

・ 食用は野菜売り場で、観賞用は花屋さんで売られている。 

・ 食用は、農薬を（あまり）使っていない。 

・ パット見ただけでは、見分けることができない。 

・ 観賞用の菊も苦みが強いが食べられる。・・農薬については要注意 

・ まれに、菊の花の中に毒があるものがあるので野生の菊は食べない方がいい。 

 食用と観賞用の区別があまりないみたいですね。ただ、食べるなら安心できる環境で栽

培した食用の菊を選んだ方がよさそうですね。ちなみに、我が家の食用菊は、現在たくさ

んの花を咲かせているので、収穫した菊を茹でてサラダに入れて食べています。 

 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、１１月１日更新分です・・・・・・・・・ 
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● １０月後半「月と太陽」 

 ９月２１日は「中秋の名月」で、丸いお月さまを見た人も多かったのではないでしょう

か。ここでは、この単元で学ぶ「月・太陽・地球」についての豆知識からお伝えします。 

 

           月           太陽        地球 

大きさ（直径）   約３４７６ｋｍ    約１４０００００ｋｍ 約１２７００ｋｍ 

地球からの距離    約３８万ｋｍ    約１億５０００万ｋｍ ・・・・・・・・ 

 

大きさ（直径）でいうと、太陽は地球の約１１０倍で、月は地球の約４分の１です。 

地球からの距離は数字が大きく実感しにくいので、時速約８００ｋｍで飛ぶ飛行機で行

くとして計算すると、太陽までは約２１年、月までは約２１日となります。 

どうですか？月と太陽の大きさを比べると、さほど変わらないように見えるので、月と

太陽は同じ大きさに思えるのですが、実は太陽は月の約４００倍の大きさなのです。例え

てみると、月が直径１ｃｍのビー玉くらいだとすると、太陽は直径が４ｍもの大きな玉に

なるのです。こんなに大きさが違うものが同じ大きさに見えるぐらい、太陽は遠いところ

にあるのですね。 

 

４年生の学習で「月にはどんな形があって、どのように動いていたか？」ということに

ついて学んだことを覚えていますか。そう、「月はどんな形の時でも、東からのぼり、南

の空を通って西に動く。ただ、月の形によって見える時間がちがう」ということを学んだ

のでしたね。 

６年生でのこの単元の学習は、その発展として「月の形の見え方と太陽との関係を調べ

る」ことですが、主な内容は「電灯やボールを太陽や月に見立てて行うモデル実験」や

「資料調べ」です。モデル実験の進め方は、教科書に載っていますので、家でも部屋の中

を暗くして行うことができます。ぜひチャレンジしてみてください。 

今年の１０月は、新月が６日、半月（上弦の月）が１３日、満月が２１日ですから、モ

デル実験と合わせて、実際の月の観察も行えば学んだ実感がより高まると思いますよ。 

この学習では、次の「理科のメガネ」を使うとよく分かります。 

・ 何度も見るメガネ・・・・・・・モデル実験ですから、何度も試すことができます 

納得できるまで、とことん実験をするといいです 

・ 道具を使って見るメガネ・・・・電灯を太陽、ボールを月に見立てて実験をしますの 

で、ボールへの光の当たり方をよく見てください 

この単元では、モデル実験したことと資料調べをしたことをもとにして月の形の変化に

ついてまとめていきますが、その際「太陽・月・地球の位置関係と月が見える形について

のきまりを見つけること」について、日にちの経過という視点を入れながら自分の考えを

まとめていくことが理科の考え方のポイントです。 
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「季節のカレンダー」・・秋の味覚が楽しめる季節です 

読書の秋、スポーツの秋など、いろいろな秋がありますが、一番思い浮かべるのは「食

欲の秋」ではないでしょうか。秋は、多くの農作物の収穫期でもあり「実りの秋」とも言

われますが、秋の味覚にはどんなものがあると思いますか？ 

お米、サツマイモ、リンゴ、ナシ、柿、栗・・・この他にも秋に旬を迎える食べ物はた

くさんあります。秋に採れる食べ物は、夏の暑さを吸収した「美味しさ」を蓄えているの

でいい味になるともいわれています。上の写真は、我が家やそのまわりで見られた作物で

す。左から、栗・ナシ・柿・イチジクです。栗は甘くて美味しいですが、これは種子の部

分を食べているのだそうです。ナシは、種類によって７月下旬から旬を迎えているものも

ありますが、９月から１０月ごろに旬を迎える種類もたくさんあり、我が家の近くのナシ

園でもまだ実っているものがたくさんあります。柿も、たくさんの家で栽培しています

ね。我が家にも柿の木があります。ただし、渋柿なので干し柿にして食べることが多いで

す。イチジクについては、知らない人がいるかもしれませんね。写真は我が家に植えてあ

るものですが、甘くて美味しい果物です。 

秋の味覚。いろいろな味わいができる秋は、とてもいい季節ですね。 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、１０月１日更新分です・・・・・・・・・ 

 

 

● ９月「水よう液の性質」 

 5 年「もののとけ方」の学習で、「ものが水にとけた液のことを『水よう液』といい、

色がついていても、すきとおっていれば水にとけているといえます」と学んだことを覚え

ていますか。 

私たちの身の回りには、色がついているもの、いないものなど、いろいろな水よう液が

あります。そして、見た目は同じようでも、実際には性質が全く違っている水よう液があ

ります。また、家庭にある水よう液でも、使い方によっては人体にとって有害なものが出

てしまうものもあります。この単元では、いろいろな水よう液の性質を調べながら、日常

生活の中にある水よう液の使い方や注意点、性質について、正しい知識をもつことができ

るように学んでいきます。また、実験で使う薬品については、その取扱い方や危険性を確

認しながら、安全に実験を行う技能を身に付ける必要があります。先生からの指示、教科

書にある注意点をしっかりと守って、正しく実験を進めてください。 

学習する内容としては、「見た目・におい・蒸発による水よう液のちがい見つけ」「リ

トマス紙を使っての水よう液の仲間分け」「アルミニウムや鉄を使っての水よう液と金属
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の関係調べ」の 3 つのことがあります。使う実験器具も、試験管・ピペット・蒸発皿・ガ

スコンロ・リトマス紙・ガラス棒・保護メガネなどたくさんの種類を使い、科学実験をし

ている実感がもてる学習になります。正しく安全に実験を進め、実験の楽しさを味わいな

がら「水よう液の性質」についてまとめていけるといいですね。この学習では、次の「理

科のメガネ」を使うとよく分かります。 

・ 感覚を使って見るメガネ・・・・どれも同じように見える水よう液を見分けますので 

しっかりと目で見ることが大切ですが、嗅覚（匂 

い）でちがいを調べることも大切です 

・ 道具を使って見るメガネ・・・・水よう液の「酸性」「中性」「アルカリ性」を見 

分けるリトマス紙を使います 

教科書で使い方を調べておくといいです 

 ・ 見えないところの秘密を 

       見つけるメガネ・・・・視覚や嗅覚では見つけられなかった性質のちがい 

                  を、温めて蒸発させたりリトマス紙を使ったりす 

るなどの別の方法を使って明らかにします 

 ・ 動きや変化を見つけるメガネ・・水よう液に鉄やアルミニウムを加えたときの変化 

                  を調べます 

変化が起こらない水よう液もありますが、水よう 

液によっては、劇的な変化が起こる場合もありま 

すので、その際はどのような変化が起きているの 

か、時間経過とともに詳しく記録することがお勧 

めです。 

この単元では、実験したことをもとにして水よう液の性質や金属の変化について図や言

葉を使ってくわしくまとめていきますが、その際「日常生活の中にも酸性やアルカリ性の

水溶液があり、扱い方に十分気を付けなければならないものがあること」「洗剤などの身

の回りにある水よう液の性質については容器のラベルを確実に確認して危険性のない使い

方をしなければならないこと」などについて多面的に考えながら、自分の考えを整理して

いくことが理科の考え方のポイントです。 

できれば「水よう液の性質パンフレット」作成のような形で単元まとめを行い、友達同

士で発表し合ったり話合ったりする活動などができるといいですね。 
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「季節のカレンダー」・・色とりどりの花が見られる季節です 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一年で今が一番、花が見られる頃です。我が家の庭でも、上写真のようにたくさんの花

がさいています。一つ一つの花をじっくり見ていると、色の鮮やかさ、グラデーションの

美しさ、花の形の多様さ、花を作る一つ一つのパーツの細やかさ・・・様々なことに気付

くことができます。そして、花があるとこん虫がたくさん集まってくるので、花をよく見

ているとたくさんの虫にも出会えます。 

ところで、色とりどり花を使って「色水遊び」をしてみませんか。夏休みの自由研究で

は「アサガオの色水」をテーマに行われることが多いですが、実は花の色水に酸性である

「お酢」やアルカリ性である「重そう」を入れて色の変化を調べる内容のものが多いので

す。そう、6 年生の今回の単元で学んだこととかかわりがあるのです。 

「アサガオ・色水・実験」などのキーワードでインターネット検索をすれば、実験方法

が調べられます。身近な花を使って「色水遊び」を行って、「水よう液の性質」を学んだ

実感を高めてみませんか。 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、９月１日更新分です・・・・・・・・・ 
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〇 夏休みには「月や雲の観察」にチャレンジしませんか。 

 多くの学校で夏休みに入ったころでしょうか。長い休みですから、これまでの理科の学

習をもう一度見直してみるのがおすすめです。６年生では、夏休み後に「月や太陽」の学

習をすることになります。夜空を見上げて「月」の観察してみませんか。また、５年生で

の気象の学習を思い出しながら、空に浮かぶ「雲の様子」をじっくりと見てみるのも面白

いです。 

 

 

 

 

 

 

 

上は、「入道雲」とよばれている雲です。夏は、強い太陽の日差しがあったかと思

うと夕方になって急に強い雨が降り出してくるなどお天気が目まぐるしく変わる季節

です。そんな天気を生み出しているのが、モクモクとした入道雲です。日差しで暖め

られた空気が上昇しその中に含まれていた水蒸気が冷やされて雲となり、それが発達

したものが入道雲です。一般的に入道雲とよばれていますが正式には「積乱雲」と呼

ばれます。雲が黒くなってきたら要注意です。 

我が家から古賀志山方面を見た写真

です。左は山がよく見えていますが、

右は雲が山を隠してしまっています。

山が見えなくなると雨が降ってくる前

兆です。皆さんの地域でもこんな前兆

が見られませんか。 

綿菓子のような可愛らしい雲もあれ

ば、大雨を予感させる黒雲があるなど、

雲はいろいろな表情を見せてくれます。

また、同じ形でとどまっていることはほ

とんどなく、常に形を変えています。じ

っくりと空に浮かぶ雲を見ているのも面

白いですよ。 
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※ 「花の観察」については３年生 

「こん虫など生き物の観察」については 4 年生 

  「野菜や果物の花や実の観察」については５年生のページにのせています。 

  そちらも見てくださいね。 

 

 夏休みが終わり学校が始まると、６年生の理科では「水溶液の性質」「月と太陽」の学

習を進めることになります。「リトマス紙」を使って水溶液の仲間分けをしたり月の形の

見え方と太陽との関係を調べたりします。ワクワクするような学習がみなさんを待ってい

ます。楽しみにしていてくださいね。 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、７月３０日更新分です・・・・・・・・・ 

 

● ７月「生物どうしのつながり」 

 6 月「植物のつくりとはたらき」では，「葉に日光が当たるとでんぷんができること」

や「根，茎，葉には水の通り道があり，根から吸い上げられた水は主に葉から蒸散により

排出されること」を学びました。また，５月「ヒトや動物の体」では，「体内に酸素が取

り入れられ体外に二酸化炭素等が出されていること」「食物は，口，胃，腸等を通る間

に消化吸収され吸収されなかった物は排出されること」「血液は，心臓の働きで体内を巡

り，養分，酸素，二酸化炭素等を運んでいること」「体内には，生命活動を維持するため

の様々な臓器があること」を学びました。  

２０２１年７月の月の写真です。夏は雲が多いので、

月をいつも見られるとは限らないのですが、何日か写真

が撮れました。左が７月１７日半月（上弦）月齢 7.1、

中は７月１９日月齢 9.1、右は７月２２日月齢 12.1 の時

のものです。７月２４日が満月でしたが、天気の関係で

月が見られませんでした。毎日見られそうで、なかなか

見られないことも、天体観測の面白さかもしれません。

ちなみに、７月１７日の写真をアップにすると右のよう

になります。 
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 ところで、ウシは，何を食べて生きているのでしょうか。ニワトリはどうでしょう。水

の中で生活するマグロはどのようにして養分を取り入れているのでしょうか。そして，私

たち人間は・・・。 

この単元では，食べ物・空気・水を通して，生き物どうしがどのようにかかわり合って

いるのかを調べます。教科書等の資料やインターネットで調べることが多くなると思いま

すが，今までに学習してきた「ヒト」「昆虫や動物」「植物」と関わらせながら，生物ど

うしのつながりについてまとめていけるといいですね。この学習では、次の「理科のメガ

ネ」を使うとよく分かります。 

・ つながりを見つけるメガネ・・・「植物と水・空気」「動物と水・空気」「ヒトの食 

べ物」「動物や昆虫の食べ物」・・・それぞれのテ 

ーマで学習したことのつながりを見つけることで， 

                         食べ物等を通した生物どうしのかかわりについて考 

えることができます 

・ 道具を使って見るメガネ・・・・顕微鏡を使うと，水中の微生物を詳しく観察する 

ことができます 

この単元では、「つながりを見つけるメガネ」でも書いたように、「食べ物を通した生

物どうしのつながり」「空気や水を通した生物どうしのつながり」について多面的に考え

ながら「食物連鎖」「空気や水の循環」等，地球規模の問題に思いを巡らしていくことが

理科の考え方のポイントです。 

家庭科では，「人が生命を維持するために必要な成分を栄養素ということ」「食品の栄

養素には，炭水化物，脂質，たんぱく質，無機質，ビタミンがあること」「それらは相互

に関連をもちながら健康の保持や成長のために役立っていること」等を学習します。他教

科での学びを理科でも生かせるといいですね。 

 

「季節のカレンダー」・・アジサイの花 

 雨の季節といえば「アジサイ」の花

が思い浮かびます。アジサイは、葉の

数が多く葉が大きいので、水分の蒸散

量も多いです。ですから、雨の多いこ

の季節は、アジサイにとってはとても

居心地がいい季節なのでしょう。とこ

ろで、アジサイの花ってどの部分だと思いますか。実は、一般的にアジサイの花だと思わ

れている部分は「がく」なのです。右写真をよく見てみると、がくの付け根のところにさ

らに小さな花があるように見えませんか？確かに、花びらやめしべやおしべがあるのが分

かります。 

家の周りでアジサイを見かけたら、是非、花やがくを観察してみてください。 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、７月５日更新分です・・・・・・・・・ 
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● ６月「植物のつくりとはたらき」 

植物が生きていくために必要なものは何でしょうか？ 

この問いを明らかにするために、植物と水・空気・養分との関係について、下記のよう

な学習問題をもとに実験しながら調べていきます。 

・ 植物の体には、水はどこから入ってどこから出ていくのだろう。 

・ 動物は酸素を体に取り入れて二酸化炭素を出しているが、植物はどうなのか。 

・ 植物は、生きるための養分をどのように取り入れているのだろうか。 

「ヒトや動物の体」では、体に取り入れた水は「尿」として体外に出していたり、養分

や酸素・二酸化炭素を血液にのせて全身に巡らしたりしていることを学びましたが、動物

が生きる営みと植物の営みを関連させながら学習を進めていくとより理解が深まると思い

ます。この学習では、次の「理科のメガネ」を使うとよく分かります。 

・ 見えないところの秘密を 

   見つけるメガネ・・・・・・・植物に取り入れられる水について、色水を使ったり 

茎を切ったりして観察します 

養分である「でんぷん」が植物の中にあるかどうか 

は、「ヨウ素液」を使うと分かります 

・ 道具を使って見るメガネ・・・・気体検知管を使うと植物と空気の成分の関係が分か 

                 ります 

・ つながりを見つけるメガネ・・・植物と水、植物と養分、植物と空気・・それぞれの 

テーマで学習したことのつながりを見つけることで 

                 植物の「生命維持の仕組み」がはっきりと分かりま 

                 す 

この単元では、つながりを見つけるメガネでも書いたように、「植物と水・養分・空

気」について学習したこと同士のつながり」や「植物が生命をつないでいるしくみと自然

環境とのかかわり」について考えるなど、植物の営みについていろいろな側面から推論し

ていくことが理科の考え方のポイントです。 

 

 

 上の小さな写真のよ

うに、青い色水にいく

つかの花をさしてみま

した。 

 次の日に観察したのが真ん中の写真です。よく見る

と、花びらの付け根の部分などが青色になってきています。また翌日観察したのが左の写
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真です。さらに青い部分が広がっています。ビンの中の青い水が吸いあがってきているの

です。植物の中には、水の通り道があるのですね。 

 

「季節のカレンダー」・・ジャガイモの花 

 

 先月に続き、野菜の花についての話題です。ジャガイモは、

土の中に芋ができるイメージばかりが強いですが、実はちゃん

と花がさいて実ができるのです。右は

ジャガイモの花です。ジャガイモはナ

ス科なのでナスと花が似ています。 

 ちなみに、左の写真はナスの花です。ジャガイモの花よりも

大きいですが、色や形は確かに似ている感じがしますね。 

 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、6 月 10 日更新分です・・・・・・・・・ 

 

● ５月「ヒトや動物の体」 

ヒトや他の動物は、息を吸ってはいて、食べ物を食べて便や尿を出して・・などのこと

をしながら生きています。この学習では、「食べたり飲んだりしたものが体の中でどのよ

うになっていくのか？」、「吸い込んだ空気はどうなるのか？そして吸い込んだ空気とは

く空気は同じものなのか？」、「血液の役割はどのようなものなのか？」、「体の中の臓

器の働きはどのようなものなのか？」など、体の仕組みについての不思議を実験したり資

料で調べたりして解明していきます。この学習では、次の「理科のメガネ」を使うとよく

分かります。 

・ 見えないところの秘密を 

   見つけるメガネ・・・・・・・実験した結果と資料で調べたことを結びつけながら 

                  体の仕組みを推論していきます。 

・ 道具を使って見るメガネ・・・・気体検知管を使うと吸う息・はく息の空気の成分が 

分かります 

                 ヨウ素液を使うと体の中で食べ物（でんぷん）が変 

化したことが分かります 

石灰水を使うと二酸化炭素の存在を発見できます 

・ つながりを見つけるメガネ・・・体内には様々な臓器があります。 

臓器同士のつながりを見つけることで、 

「生命維持の仕組み」がはっきりと分かります 

この単元では、ヨウ素液を使ってだ液の働きを調べたこと、石灰水を使って吸う息はく

息の違いを調べたことなどの実験データと体の仕組みについて資料で調べたことなどのた

くさんの情報を基にして「ヒトの体の不思議・・生命維持の仕組み」について推論してい
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くことが理科の考え方のポイントです。自分の体、薬品や機器を使う実験を安全に行うと

ともに、たくさんの資料を使いながら「ヒトや動物の体の不思議」について解き明かして

ください。 

◇ お家でもできる「実験・観察」・・・やってみませんか？ 

・ 「口の中を見る」・・・・・消化器官の入り口である口の中をじっくり観察します。 

    前歯や奥歯の形の違い、舌の動きなどを見てみましょう。それぞれの歯の形にも 

消化に関する役割があります。 

・ 「呼吸や脈拍をはかる」・・安静時と運動後の１分間の呼吸数や脈拍数を調べる。 

    運動時と安静時ではこれらの数字は大きく違ってきます。自分自身の体の状態を 

知るのは大切なことですから、ぜひ試してみてください。 

もし、お家に血圧計があれば、それも試してみてください。そして、「血圧とは 

何か？」について調べてみてください。 

・ 「体の中の音を聞く」・・・家族に協力してもらって、おなかや胸に耳を当てて、体 

の中の音を聞いてみる。心臓の音、食べ物が消化器官で移動する音などが聞こえ 

ます。 

 この単元では、自分の体を通して「人体」について学びながら「大切にしよう！私の

体」というテーマに思いをはせてほしいです。「人体」を単に知識として学ぶのではな

く、「自分の健康を保つ」ということにも気づいてほしいと願います。 

 

〇 「ジャガイモ」は育っていますか？ 

 ６月に学習する「植物のつくりとはたらき」単元のために

「ジャガイモ」を植え付けたのではないでしょうか。それがど

のように育っているか見たことがありますか？ 

 写真は、私が育てている「ジャガイモ」です。私は３月末に

植え付けました。「霜」に当たってしまい葉が変色している部

分は少しありますが、順調に育っています。学校の教材園などで育てている時は、是非現

在の様子を観察してみてください。 

 

「季節のカレンダー」・・ネギの花・・ネギぼうず 

 ネギの花を見たことがありますか？冬が終わり暖かくなってく

ると、ネギの頭の部分に「ねぎぼうず」が生えてきます。タンポ

ポの綿毛のように見えますが、実は、これがネギの花で、小さな

花弁がたくさん集まり球状になって咲くのです。花が咲いてから

しばらくたつと、茶色く乾燥して黒い種ができます。 
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● 4 月「ものが燃えるしくみ」 

６年生の理科学習は、ものを燃やしてみて、ものが燃えるしくみについて追究する学習

から始まります。ものが燃える様子について実験する時には、次のような見方（これから

「理科のメガネ」とよびます）をするとものが燃えるしくみに気づきやすいです。 

・ 動きや変化を見つけるメガネ・・ろうそくなどの燃え方の変化を見つけます 

                 線香の煙の動きを見て、空気の動きを観察します 

・ 道具を使って見るメガネ・・・・気体検知管で空気中の酸素などの割合が分かります 

                 石灰水で二酸化炭素の存在を発見できます 

・ 時間をかけて見るメガネ・・・・しばらく見続けることで燃え方の変化が分かります 

・ 見えないところの秘密を 

      見つけるメガネ・・・・ろうそくが燃える様子を見て、目に見えない空気の 

成分の変化について予想します 

この単元では、ろうそくが燃え続けたり火が消えたりする様子を観察した結果や気体検

知管を使った実験データ、空気の成分の資料など複数の情報を基にして「ものが燃えるし

くみについて考える」ことが理科の考え方のポイントです。火やガラス器具、薬品を使う

実験を安全に行い、「ものが燃えるしくみ」について解き明かしてください。 

酸素・二酸化炭素などの空気の成分については、インターネットや図書で調べられま

す。酸素や二酸化炭素は、5 月に学習する「人の体」の単元でも出てきます。 

 

 

 

 

*井口桂一先生の紹介 

 宇都宮市内公立小学校教諭、宇都宮大学教育学部附属小学校副校長、栃木市立家中小学

校長、宇都宮市立城東小学校長を歴任。栃木県小学校教育研究会理科部会長として、理科

指導法の研究に携わってきた。現在、作新学院大学勤務、宇都宮大学非常勤講師。 


